
鉛直遮水壁（ＴＲＤ）の強度等について 

質問事項 一般的な考え方 ＲＤ処分場の現場条件からみた考え方 

・強酸、強アルカリ、塩類による

化学的劣化は生じないか？ 

【強酸、強アルカリ】 

・ｐＨが概ね２未満の強酸、ｐＨが概ね１２以上の強アルカリがコンクリート面に触れ続けるような場

合、コンクリートの劣化が生じると言われている。 

【塩類】 

・硫酸イオン等の塩類については、ある

一定の濃度で長期間触れ続けると劣

化が進行すると言われている。これ

は、硫酸イオンにより生成されるエト

リンガイドが膨張するためである。 

・図1の事例のとおり、硫酸イオン濃度

が2%未満の場合、膨張による長さの変

化はほとんどみられず、劣化は生じな

いことが示されている。 

 

 

 

 

【強酸、強アルカリ】 

・ＲＤ処分場の浸透水のｐＨは、概ねｐＨ６～８の範囲にあるため、強酸、強アルカリによる劣化

は少ないと考えられる。 

【塩類】 

・ＲＤ処分場の浸透水の硫酸イオン濃度は、最大750mg/L（0.075％）であり、劣化が問題になるよ

うなレベルではないと考えられる。 

 

 

 
 

・セメントと水が反応して収縮が

起こり、ひびは入らないか？ 

・セメント量が多いと水和熱による膨張収縮が生じひび割れが生じるおそれがある。 

・水分量の多いコンクリートは乾燥収縮によりひび割れが生じるおそれがある。 

・ＴＲＤ（ソイルセメント壁）の場合、通常のコンクリー

トに比べセメント量が少なく水和熱による膨張収縮は少

ない。 

・ソイルセメントは、水分量が多いが、ＴＲＤは地中に設

置されるため乾燥によるひび割れの可能性は低い。 

 

 

 

・地震が起こった時に鉛直遮水壁

があることにより、砂層と粘土層

が一体として動かずに、鉛直遮水

壁が壊れるのではないか？ 

・地中の構造物は、地上の構造物に比べ振動が緩慢であり耐震性が高い。 

・ソイルセメント壁（厚さ 50cm）について動的解析で耐震検討を行った研究論文では、阪神大震災クラ

スの巨大地震に遭遇したときに壊れる可能性があると報告されている。 

・地中構造物でも、地盤の硬さが異なるような地層境界や不連続面があると地震による損傷を受けやす

くなる。 

・ＲＤ処分場の地盤は、砂層と粘土層の互層でどちらも均質で同程度の硬さを有している。また、

過去、地震により砂層と粘土層の境界が動いた痕跡は見つかっていない。したがって、地震によ

りソイルセメント壁に不均一な荷重や応力集中は生じ難く、耐震性は高い。 

・ただし、巨大地震が発生した時に絶対に壊れないとは言えないため、地震発生時は、適宜モニタ

リングを実施し、鉛直遮水壁の健全性を確認する。 

・ＴＲＤ工によるソイルセメント

壁の耐久性（耐用年数）は？ 

・地中に設置されたソイルセメント壁は、無機材料であり劣化要因もほとんどないため、耐久性は高い

とされている。 

・ソイルセメント壁施工後の耐久性を検証した研究論文では、施工後13年のソイルセメント壁の壁体を

切り出して調査した結果、劣化は認められなかったと報告されている。 

・ただし、廃棄物由来の浸出水がソイルセメント壁に与える化学的侵食の影響については、十分な知見

が得られていない。 

・ＲＤ処分場の地盤構造、浸出水の濃度から劣化の

要因は極めて少なく、一般的な条件下で設置される

ソイルセメント壁と同様、10～15 年の耐用年数を

有していると考えられる。 

・また、鉛直遮水壁の処分場側の浸透水水位は周辺

地下水水位よりも低く管理するため、仮に鉛直遮水

壁に破損が生じても浸透水が周辺地下水に漏洩す

ることはない。（図2参照） 

・ただし、本対策における鉛直遮水壁の健全性を検

証するため、継続的にモニタリングを実施し、遮水

性能が維持されているか確認していく。 

 

硫酸塩濃度が 2％程度以下の

場合、膨張がほとんどみられ

ない（劣化は生じない）。 
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図1  Na2SO4溶液に浸透したコンクリートの長さ変化（W/C＝0.57） 
「コンクリート診断技術’11（基礎編） 
（社団法人日本コンクリート工学協会）p.55」に掲載 

「塩類」：酸と塩基との中和反応によって生

じる化合物で、酸の陰性成分と塩基の陽性成

分とからなるものをいう。塩化ナトリウム・

硫酸カルシウムなど。 

乾燥しない 

図2  ＲＤ処分場における鉛直遮水工のイメージ図 
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